



































































































































































































































































































































































15 関俊彦『商法総論総則〔第2版J~有斐閥、 2006年6月。 128頁。
16 商法第503条第2項の推定から，会社の行為が商行為であると推定されるのは，会社法第ら
条によると解すべきであろう。
[参照条文]
会社法第5条 会社(外国会社を含む。次条第1項，第8条及び第9条において同じ。)がその事
業としてする行為及びその事業のためにする行為は，商行為とする。
会社の行為はすべて蒲行為に該当するか 11 
商法第4条第1項 乙の法律において「商人Jとは，自己の名をもって商行為をすることを業
とする者をいう。
高法第503条 高人がその営業のためにする行為は，商行為とする。
河条第2項 商人の行為は，その営業のためにするものと推定する。
